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論 文 内 容 の 要 旨
まえが き





プロレタ リァ文学の主流であった戦前は、ナップが創刊 した 『戦旗』(昭3・5～ 同6・12、全41
冊)を もってプロレタリア文学運動の出発とするという極端な説さえあった。一般的にもナップ陣
営は 『戦旗』創刊以降社会民主主義系の労農芸術家連盟と完全に対立 し、彼等は共産党系も労農系
もいやアナーキス トも共存 した共同戦線の 『種蒔 く人』をプロレタリア文学運動の歴史的意義にお
いてのみ評価 し、その思想、文学などの広範な方面を見ようとはしなかった。
しかし戦後、特に小田切秀雄氏が 「頽廃の根源について一 日本近代文学の場合一 」(『思想』
昭28・9)で「ナップの眼鏡」をはず した広い視座か らプロレタリア文学運動の再検討を主張 した









このような状況の中で、私は 「種蒔く人』をプロレタリア文学運動 という方向だけに限 らず広 く
思想、文化の各方面か ら検討を加えたい。「種蒔 く人』が日本プロレタリア文学の祖 と容認 されて
も、それは東京で発行 された東京版 『種蒔 く人』からのことで、秋田の片田舎、秋田県南秋田郡土
崎港町(現秋田市)で 発行 された18頁のパンフレット土崎版 『種蒔 く人』は、おそらく振 り返 られ
ることはな く、今迄研究の対象 となることはなかった。
土崎版 「種蒔 く人』 は単 に日本 プロレタリア文学の 「前史」 とあっかわれてきた。
本研究 は、その土崎版を東京版 との関係において十分論 じておく。
さらに 『種蒔 く人』 は、作家 ロマン・ロラン、アンリ・バルビュス、反戦平和 のクラルテ運動、
雑誌 『ドマン』等 との関係が深 く、 日仏交流史 という側面からも重要な研究対象であり、その方面
での検討 もぜひ必要である。それらの点についても論 じてみる。
本稿は前篇で 『種蒔 く人』の前史、誕生、その後を通観 し、後篇で土崎版 『種蒔く人』を中心に、
『種蒔 く人』の問題点を詳説する。
前篇 『種蒔 く人 』の誕 生 と展 開
一 『種蒔 く人』以前
『種蒔 く人』が創刊 される以前のプロレタリア文学及び運動を次の三項にわけて通観 した。
←)大 逆事件以降の国家、体制を意識 した抵抗および解放の文学 と運動。
(⇒ ロシア革命(大 正6年)、第一次世界大戦(大 正3年 ～同7年)に 影響を受 けた革命、反戦
等の文学及び運動。





二 土崎版 『種蒔 く人』の誕生
雑誌 『種蒔 く人』は大正10年(1921)2月に秋田県南秋田郡土崎港町に誕生 した。土崎港町は大
正10年当時は人口17,000人、南秋田郡の郡庁の所在地で、町は港(湊)の 名のごとく、雄物川河口
に開けた港町であった。
雑誌 『種蒔 く人』は2、3、4月 の3号 出版され、 この3号 を後の東京で出版されたものと区別
して土崎版 『種蒔 く人』 と呼称 している。
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雑誌のサイズはたて21.7cm、横15cmで3号とも18頁の小冊子である。発行部数200部。







戦争に行 くなら行 ってみろ(詩)マ ルセル ・マルチネ
恩知 らずの乞食 小牧
貧乏人の涙M生
チェホフの 『農夫』か ら(一)洋 文
編輯後記


















ならない。そのため作家でない2人 は文章 も発表 していないので今 日迄、『種蒔 く人』 の同人 とし
て脚光を浴びることがなかった。 ここで土崎版を東京版 との関連でとらえれば2人 の活躍が理解さ
れ、土崎版 「種蒔 く人』に新たなる照明があたる。
三 再刊、東京版 『種蒔 く人』
土崎版 『種蒔く人』は大正10年4月・三号をもって休刊・同年10月東京版 『種蒔 く人』が再刊 さ
れた。
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東京版の創刊号は56頁、発行部数 も3,000部と格上げされた。表紙には 「種蒔 く人」 の文字を横

















愚論二種 ・菊池寛氏の立場(正 俊)。三島君の小説を読む一 『解放』の 「寺田屋騒動と三人











































同 「同一 無産婦人の使命 一 」種蒔き社 同年3月 号付録







以上のような東京版 『種蒔 く人』も、関東大震災によって廃刊 になったが、その後 「帝都震災号
外」(大12・10・1、4頁のパ ンフレット)と 『種蒔 き雑記』(大13・1・20)を発行 した。
この二っの書物は関東大震災の混乱 に乗 じた社会主義者、朝鮮人の迫害をペンによって告発 した
歴史的書物 となった。
四 『種蒔く人』以後
「種蒔 く人」 は 『文芸戦線」 と名を変えて再出発 した。『文芸戦線』が 『種蒔 く人』 を母体 にし
たものであることは、その同人を見ればすぐ分かる。表紙も東京版 『種蒔 く人』 と同様柳瀬正夢が
担当。










綱領の 「芸術上の共同戦線に立っ」は大正13年の時点では、「芸術」表面に出 した活動 しかでき






その思想の当初の精神は、次のようなものであるが、『種蒔 く人』はこの精神を具体化 した もの






(山口俊章 『フランス1920年代 状況と文学一 』<中 公新書、昭和53・9>)
六 『種蒔 く人』 と 『ドマ ン』
小牧近江 はフ ランスか ら帰途、 スイスで雑誌 『ドマ ン』(DEMAIN)を購入す る。 それが 「種 蒔
く人』 の手本誌 となる。
『ドマ ン』 は1916年1月創刊、18年10月終刊。発行場所 スイス、 ジュネーブ。 雑誌 はすべて フラ
ンス語。 フ ランス人 の評論家 ア ンリ ・ギル ボー(HenriGuilbeaux)の主宰、発行。11と12号、28
と29号が合冊で30号、28冊。B5版 、平均50～70頁の週刊誌。
『ドマ ン』 の創刊号 の目次 は次 のごと くで ある。
ア ンリ ・ギルボー 「さて、明 日は?… …(随 筆)」
オーギュス ト・フォ レル博士 「明 日の諸問題」(論文)
ロマ ン ・ロ ラン 「永遠 のア ンテ ィゴネに」(随筆)
レオ ン ・トルス トイ 「平和 に関す る未発表書簡」
エス レ ・スイグウイク 「ク レ ド」(詩の翻訳)
H・M・ スワ ンエイ ック 「婦人 と戦争」(論文)
事実、記事、解説(雑 誌、 出版物等 の評及 び紹介)
その創刊号、 その他 の号 を読 み 『ドマ ン』 の特徴 をまとめてみ ると次の ようにな る。
(1)戦時下 の もので、戦争 に抵抗す る雑誌で ある。
② 地下組織 の直接購読者組織 である。
(3)記事、資料 に も力 をそそ ぎ、文学一辺倒 でない。
(4)国際性 を もってい る。




『種蒔 く人』の手本誌 『ドマン』は厳 しい官憲の目を逃れて小牧近江によって秘蔵されてきたが、
戦後小牧自身によってその存在が明らかにされ、『〈種蒔く人〉の形成 と問題性」(前出)に よって
部分的に紹介された。その後 『現代の証言 シリーズ』(二見書房)の 一冊 として翻訳出版 される予
定であったが、企画倒れで終わってしまった。 ここで 「ドマン』 の創刊号の冒頭 と目次、 さらに
『種蒔 く人』の小牧と関係の深い部分を翻訳、紹介 してお く。
七 『ドマ ン』 の二人 の ジャンー 翻訳 を中心 と して一
ジャン ・ド=サ ン ・プ リは ロマ ン ・ロランの弟子 で天折 した哲学者、詩人 で反戦活動家であった。
ジャンの弟 の ピエールが、小牧 がパ リで最初 に学 んだア ン リ四世校 の同級生 であ った。 もっと も同
級生 といって も日本人 で フランス語 に稚 拙であ った小牧 は16歳で8歳 の ピエールの組 に編入 させ ら
れた。寄宿生 で長 い休 暇を過 す 自宅を持 たなか った小牧 を、 サ ン ・プ リ家 が暖か く迎 えて くれ た。
青春時代 異境 での温かい人 情 に触れた小牧 は、終 生サ ン ・プ リ家に愛着 を持 ち感謝 していた。
ロマ ン・ロランの下 で命 を賭けた反戦 運動 を展開す るジャンは小牧 の手本 とな った。
『ドマ ン』 は、そのサ ン ・プ リの活動の一翼で もあ ったのであ る。小 牧が 『ドマ ン』 を選 んだの
は、内容 もさることなが ら以上の理 由 にもよる。
ジャ ンは 『ドマ ン』 にいつ くかの詩 と評論を発表 して いる。 その詩 と評論 を紹 介す る。
さ らに小牧 に大 きな影響を与え たジ ャン ・ジュー レスにっ いての詩 も 「ドマ ン』 に掲載 されて い
る。そ の詩 も紹介す る。
八 『種蒔く人』の投稿欄について
本欄と違い読者か らの投稿欄など見逃されがちであるが、東京版 『種蒔 く人』の投稿欄は曳『種
蒔 く人』の思想、理論の実践報告 という意味で重要である。特に土崎版の旧同人が東京版同人と一
体 となって活動 している状況が 「地方欄」より読みとれる点はr種蒔 く人』運動全体を考える場合
重要である。
「種蒔 く人』の投稿欄は以下のごとくである。
投 稿 欄 名 掲 載 誌 号 数 冊 数
地 方 欄 第一巻第一号(大10・10)～第三巻十 四号(大11・11) 13冊
省 人 欄 第一巻第三号(大10・12)～第五巻二号(大12・8) 18冊
婦 人 欄 第二巻第 四号(大11・1)～ 第二巻八号(大11・5) 5冊
生 活 第二巻第五号(大11・2)～ 第 二巻 八号(大11・5) 4冊
九 小牧近江と第3イ ンターナショナル




ていなか った」時代 であ る。
本稿 はその第3イ ンターナ ショナルと小牧近江、 さ らには 『種蒔 く人』の関係 を論 ず る。
小牧 はフランスか ら帰路、 スイスで 『ドマ ン』 と一緒 にスイスの フラ ンス語使 用地 区青年社会主
義者 編集 の 『第3イ ンターナ ショナル』(3meInternationalesesprincipessonpremierCongres)
を入手 す る。
『第3イ ンターナ ショナル』 は次 の章 か らなる。
○序文
Oモ スクワにおけ る、共 産主義 イ ンターナシ ョナル大会 のチムメルワイ ド会議参加者 による宣言
○チ ムメル ワイ ド連 合に関す る決定
0第3イ ンターナ ショナル結成 に関す る提案
○共産主義 イ ンターナ ショナル結成 に関す る決定
○共産 主義 イ ンターナ シ ョナル会議 の決議
○共産主義 イ ンターナ シ ョナル宣言
○ 同志 レーニ ンのテーゼー ブル ジョワ民主主義 とプ ロレタリア独裁 にっ いて 一
〇第3イ ンターナ シ ョナル と歴史 的地位(レ ーニ ン)
この書 は、 レーニ ンの第3イ ンターナ シ ョナルのテーゼ と歴史 的過程 の報告で あ り、 それをもと
に した第3イ ンター ナシ ョナル第一 回会議 の決議 が掲載 されてい るので、第3イ ンターナシ ョナル
の全貌を知 る上には都 合がよ い。
小 牧の第3イ ンターナ シ ョナル理解 の特徴 は第3イ ンターナ ショナルへの歴史的道程 を重視す る




















彼の描 く小作争議 は少 しも現実の実態とあわない。彼にとって素材 した土地はまったく舞台の背
景に過 ぎず、小説 はあくまで青野の 「目的意識論」によった。
十三 金子洋文の 「古川町モノ」
ハタハタ
十四 金子洋文の 「鱒」をめぐって一 「古川町モノ」の展開一
金子洋文 は秋田県土崎港町古川町の出身者である。彼 は故郷を愛 し、小説、戯曲に土崎港町がよ
く登場する。それが 「古川町モノ」である。














短編小説にかえってみるべきものがある。彼の代表作短編 「火事の夜 まで」(「種蒔 く人』大12・3)
はその代表的なものである。
今野は小作争議等のルポルタージュを 『文芸戦線』に発表 しながら、事実のとりあっかいを学ぶ、






二人のために八郎潟町には 「農民の父 と母畠山松治郎 ・近江谷友治の碑」が立っている。
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十九 『種蒔 く人』の同人山川亮と細井和喜蔵
地縁、血縁者の集団であった土崎版 『種蒔 く人』の中で唯一部外者であった山川は、地味なが ら
編集、文芸時評で活躍 した。
『女工哀史』(改造社、大14・7)の細井和喜蔵が 『種蒔 く人』出身であることはあま り知 られ
ていない。
しか し無名であった彼を 『種蒔 く人』陣営ははげまし、名作 『女工哀史』を書かせた。
二十 鈴木清 「監房細胞」について
『種蒔 く人』の土崎版同人達は、終始一貫 して労農派を死守 した。そのため本論は労農派の文学
を論ずることになった。
そこで日本プロレタリア作家同盟側の作品を一っ論 じてお くことにより、かえって労農派の文学
が明確になるだろうと思い、秋田県出身で しかも生涯秋田県で日本共産党員 として活躍 した鈴木清
を論 じておいた。
「監房細胞」はあくまでナップの文学 らしく党の命令に忠実で監房の中でさえ細胞(支 部)作 り
に励む男の物語となっている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、日本プロレタリア文学史上重要な意義を有する 『種蒔 く人』にっいて、出発点 となっ
た土崎版 『種蒔 く人』の同人の文芸的活動と思想形成の背景に関する広範かっ綿密な調査を通 して、
その誕生か ら、ジュネーブで発行された雑誌 『ドマ ン』を手本とした東京版 『種蒔く人』へと発展
し、さらに 『文芸戦線』と名を変えて再出発 していく展開の諸相を、詳細に解明し考究 したもので
ある。
「前篇 『種蒔 く人』の誕生と展開」においては、『種蒔 く人』の前史及び誕生 と展開 の過程 と
その背景が詳述される。





を持つ ものと言 うべきだろう。「二 土崎版 「種蒔 く人』の誕生」においては、大正10年2月に秋
田県南秋田郡土崎港町に誕生 した雑誌 『種蒔 く人』にっいて、小牧近江、金子洋文、今野賢三、近
江谷友治、畠山松治郎、安田養蔵、山川亮の7人の同人と.その活動、土崎版 『種蒔く人』の内容と
発刊に至るまでの背景、第3号 をもって休刊するまでの経緯と意義が解明される。土崎版 「種蒔 く
人』が、フランスのクラルテ運動を日本で実践 しようとした小牧近江が少年時代の仲間や親族と出
版 したものであったこと、当時 日本ではほとんど知 られていなかった第3イ ンターナショナルにつ
いての紹介があったこと、アナキーズムの主張等の文学運動がそこで行われていたことを明らかに
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し、従来、 日本プロレタリア文学の単なる 「前史」 として扱われ軽視されてきた土崎版 「種蒔く人』
の全貌 と成立の背景及びその意義を初 めて解明 したことは、高 く評価 されるべきものであろう。
「三 再刊、東京版 『種蒔 く人』」では、大正10年4月の土崎版休刊後の同年10月に再刊された東京
版 『種蒔 く人』」について、土崎版との関係及びジュネーブで刊行 されたアンリ・ギルボー主宰の
フランス語の雑誌 『ドマン』 との関係を明らかする。東京版 『種蒔 く人』」において行われた、幅
広い革新陣営の糾合、地方支部の設立、特集によるキャンペーン、少年部の組織等が、小牧近江が
留学時代 にパ リで見聞してきたクラルテ運動 と 『ドマン』の運動の影響によるものであること、東
京版 『種蒔く人』」が 『ドマン』を手本としていることを、小牧近江がジュネーブで入手 し秘蔵 し
ていた 『ドマン』の調査によって解明 したことは、『種蒔 く人』研究及び日本プロレタリア文学研
究における瞠目すべき成果であると言 ってよい。「四 『種蒔 く人』以後」では、大震災後の大正
12年10月に休刊した 『種蒔 く人』を母体 として名を変えて再出発 した 『文芸戦線』において土崎版
『種蒔 く人』か らの同人と東京版 『種蒔 く人』か ら新たに加入 した平林初之輔 ・青野季吉等 との亀
裂が生 じていく過程 と背景について考察することによって、『種蒔 く人』運動の方向性が確認 され、
『種蒔 く人』の日本プロレタリア文学史上における的確な位置付けがなされている。
「後篇 各論」では、r種蒔 く人』の背景とその同人の文芸的活動が詳述 される。
「五 「種蒔 く人」 とクラルテ運動」では、小牧近江が留学中にアンリ・バルビュスの小説 「ク
ラルテ』の名を冠 したクラルテ運動 に共鳴 し、「不轟独立の知識人による思想集団」「啓蒙的文化運
動」「インタナショナリズム」「平和主義」を志向する初期のクラルテ運動の精神を具体化 しようと
したものが 『種蒔く人』であったと述べる。『種蒔 く人』の思想的背景とその志向する方向を解明
する重要な指摘であると言えよう。「六 『種蒔 く人』 と 『ドマン』」では、小牧近江がフランスか
らの帰途購入 した 『ドマン』 にっいて詳細な紹介 と分析がなされ、「戦時下のもので、戦争に抵抗
する雑誌」「地下組織の直接購読者組織」「記事、資料 にも力をそそぎ、文学一辺倒でない」「国際
性をもっている」「抵抗の雑誌であるが、理想性には幅がある」「美 しい版画」 という 「ドマン』の
特徴が東京版 『種蒔 く人』に反映 しているとして、 その影響 のあとを明 らかに している。「七
『ドマン』の二人のジャンー 翻訳を中心に一 」においは、小牧近江が明治43年に16歳で フラン
スに留学 し、ジャン・ド=サンプリと親交を持ち、また社会党の指導者で 『ユマニテ』の創刊者ジャ
ン・ジョーレスの暗殺による死によって平和思想を植えつけられたことが、「ドマ ン』 への関心を
深めたとしている。「八 「種蒔 く人』の投稿欄にっいて」では、東京版になってか ら設 けられた
投稿欄にっいての詳 しい調査によって、土崎版同人と東京版同人が一体となって活動 している状況
を確認 し、『種蒔く人』の思想 ・理論の実践報告 としての投稿欄の意義を考察する。「九 小牧近江
と第3イ ンターナショナル」では、小牧近江がスイスで入手 した 『第3イ ンターナショナル』の内
容を分析することによって、第3イ ンターナショナルと小牧近江及び 「種蒔 く人』との関係、 『種
蒔 く人」の第3イ ンターナショナル理解の特徴を明らかにし、「種蒔 く人』の思想的背景が綿密な
調査を通 して究明されている。「十 金子洋文の文学的出発」「十一 金子洋文 『地獄』自筆原稿を
め ぐって」「十二 金子洋文の 『赤い湖』論」「十三 金子洋文の 『古川町モノ』」「十四 金子洋文
の 『鱒』をめぐって 『古川町モノ』の展開一 」「十五 金子洋文の戯曲と演劇活動」「十六
今野賢三論」「十七 今野賢三論 『黎明に戦ふ』」「十八 『種蒔 く人』の同人畠山松治郎 と小牧近
江」「十九 『種蒔 く人』の同人山川亮と細井和喜蔵」においては、土崎版 『種蒔 く人』 の同人金
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子洋文、今野賢三、畠山松治郎、近江谷友治、山川亮の文芸的活動 と実践活動に関する綿密な調査、
作品の特質にっいての考察が行われ、また 「二十 鈴木清 『監獄細胞』にっいて」では、秋田県で
活躍 した日本プロレタリア作家同盟の作家鈴木清の作品の分析を通 じて、終始一貫 して労農派 とし
ての立場を守った土崎版 『種蒔 く人』同人の文学を対比的に浮彫 りにする。
以上のように、本論文は、土崎版か ら出発 して東京版へと発展していった 『種蒔 く人』について、
土崎版同人の文芸的活動と思想形成の背景を、海外にも及ぶ広範かっ綿密な調査によって明 らかに
したものである。その創見に満ちた画期的な成果が今後の 『種蒔く人』研究 さらには日本プロレタ
リア文学及びプロレタリア文学運動研究における道標 として永 く研究史に残 るものであることは疑
いを容れないところである。
以上の理由によって、本論文の提出者 は、博士(文 学)の 学位を授与 されるに十分な資格を有す
るものと認められる。
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